
※チケット引き取りは1/31(木)17：00まで。
※当日チケットをお忘れの場合は入場できません。
※会場は2階(階段)、お席はすべて座椅子席です。

※開演中は携帯電話・スマートフォンの電源をお切り下さい。
※開演中の撮影・録音はご遠慮ください

2月3日 (日) 開演 13時30分平成31年

【お問合せ】〒573-0057 大阪府枚方市堤町10-27　☎072-843-5128

※チケット引き取りは1/31(木)17：00まで。
※当日チケットをお忘れの場合は入場できません。
※会場は2階(階段)、お席はすべて座椅子席です。
※会場内でのご飲食はお断りしております。
※開演中は携帯電話・スマートフォンの電源をお切り下さい。
※開演中の撮影・録音はご遠慮ください

【チケット代】 大人 1300円 ／ 小中学生 1200円
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開場 13時

終演 15時 頃予定

【チケット発売】 １月５日(土)AM9時より 鍵屋資料館にて ＊電話予約可



神戸市出身在住。

ソロアルバム CD

川村 旭芳

市立枚方宿鍵屋資料館
hirakata-syuku KAGIYA museum

【 入 館 料 】 大人 200 円　　小中学生 100 円
＊障碍者手帳をお持ちの方は100円

【 開 館時 間】 9：30～17：00　＊入館受付は16：30まで

【 休 館 日 】 毎週火曜日＊祝日の場合は開館、翌平日が振替休館

年末年始（12/29～1/4）

【 ア ク セ ス 】 〒573-0057　大阪府枚方市堤町10-27

京阪本線「枚方公園駅」西へ徒歩5分
＊駐車場はありません。近隣の有料駐車場をご利用ください。

【問い合わせ】 TEL/FAX　０７２-８４３-５１２８

【 Ｕ Ｒ Ｌ 】 ｈｔｔｐ：//ｋａｇｉｙａ.ｈｉｒａｋａｔａ-ｋａｎｋｏ.ｏｒｇ/

http://www.kyokuho-biwagaku.jp/

筑前琵琶奏者
か わ む ら きょくほう

神戸市出身在住。

筑 前 琵 琶 日 本 旭 会 総 師 範 故 二 代 柴 田 旭 堂 師 の

フ ァ ン だ っ た 母 の 勧 め で 八 歳 の 頃 、 師 に 入 門 。

日本詩吟学院 兵庫中央岳風会　会員。

独 奏 の弾 き語 りを活動 の中 心に据え つつ 、他 分野 との

共 演 に も 力 を注 ぐ 。 古 典 の 琵 琶 曲 を 継 承 し な が ら

新 作 の創 作にも取 り組 み、 阪神 ・淡 路大 震災 の追 悼曲

をは じ め 、 母 川 村 素 子 の 作 詞 に よ る 作 品 も 発 表 。

1998 年 ～ 2010 年 、 和 楽 器 オー ケ ス ト ラ 邦 楽 合 奏 団

「鼎」（ＫＡＮＡＥ）に所属 。箏 ・尺 八・ 胡弓 など の演 奏家

四 人 で 結 成 さ れ た 和 楽 器 ユ ニ ッ ト 「 お と ぎ 」 代 表 。

筑前琵琶日本旭会 師範。

NHK-FM「邦楽のひととき」出演。

ソロアルバム CD

　2011年4月　　『川村旭芳作品集Ⅰ～母娘合作集～』

                    『川村旭芳 筑前琵琶のしらべ～源平一ノ谷合戦～』

　2004年7月　　『川村旭芳 筑前琵琶のしらべ』 (完売)

和楽器ユニット「おとぎ」アルバム CD

　2007年5月　  『音戯箱』 (完売)

　2009年3月  　『音戯箱Ⅱ』

　2013年7月　  『音戯紀行』


